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要　旨

　順天堂大学保健看護学部では、2015 年に３学年次後期の臨地実習前に初めてトライアル

Objective Structured Clinical Examination：客観的臨床能力試験（以下 OSCE と略す）をおこな

い、翌年以降毎年３学年次の後期に OSCE を実施している。看護学 OSCE の教育実施課題は

臨床実践能力を評価するもので看護技術を中心に４実施課題が設定されてきた。一方、OSCE
の前に本学部カリキュラム科目「救急法の理論と実技」（３学年次前期、1 単位科目）におい

ては、心肺蘇生シミュレータを用いて日本救急医学会認定 Basic Life Support（以下 BLS と略

す）・Intermittent Cardiac Life Support（以下 ICLS と略す）コースが実施され、学生は３学年次

前期の臨地実習前までにこの科目を履修することによって救急の際の心肺蘇生術を修得して

いる。しかし、心肺蘇生の OSCE 課題については設備品不足とシナリオ未開発のため設定で

きていなかった。

　今回、看護学 OSCE において心肺蘇生シミュレータを用いた教育実施課題を開発し、この

課題を OSCE へ導入・実施した。その結果、学生の救急法における臨床実践能力を評価でき

るようなり、さらに、その臨床実践能力評価を学生へフィードバックすることで臨地実習に

向けた学習促進効果がより高まることが期待された。

　また、使用した最新型心肺蘇生シミュレータは ICT 機能を備えて胸骨（心臓）圧迫と人工

呼吸による換気のデータをリアルタイムにスコア化し客観的に迅速に評価できる CPR トレー

ニングマネキンであるため、評価の簡易化が図れたと同時に OSCE の際に模擬患者を募集す

る手間を省くことができた利点もあった。

　　索 引 用 語：OSCE、看護教育、心肺蘇生シミュレータ、教育実践課題、シミュレーション教育

　　Key words：OSCE, Basic life support, Method development, Simulation learning, 
     Educational task, Cardiopulmonary resuscitation

Ⅰ．はじめに

　医療従事者である看護師は、しばしば心肺停止患者

の第一発見者となり得るため、生命にかかわる仕事を

希望している医療系学部の教育課程において一次救命
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処置（BLS : Basic Life Support、以下 BLS と略す）の

技術を身につけることは必要であり、患者の救命率や

社会復帰率の向上に寄与することになる1)。

　看護教育における心肺蘇生技術の修得について、厚

生労働省「看護教育の内容と方法に関する検討会報告

書（平成 23 年２月）」2)では、看護師教育の技術項目

と卒業時の到達度の救命救急処置技術の項目の中には、

緊急なことが生じた場合にはチームメンバーへの応援

要請ができ単独で実施できる、看護師・教員の指導の

もとで患者の意識状態の観察を実施できる、モデル人

形で気道確保・人工呼吸・心臓マッサージが正しくで

きる、除細動の原理がわかり AED を正しく操作する

ことができる、意識レベルの把握方法が知識としてわ

かる、ということが挙げられている。また、看護師に

求められる実践能力を育成するための教育方法として、

学内でシミュレーションを行うなどして臨地実習に向

けて準備をすることにより、効果的に技術を修得する

ことが重要で、特に侵襲性の高い技術、臨地実習で経

験できない技術を学内で補完する工夫が求められると

している。さらに、日本看護系大学協議会「看護系大

学課程の臨地実習とその基準作成に関する調査研究報

告書（平成 30 年３月）」3)では、看護学の学士課程教

育における実習の在り方を考える際、シミュレーショ

ン教育を積極的に取り入れて、演習と実習を一体化し

た教育を行うことで充実させ、学習目標に合わせ、実

習だけで到達するのではなく柔軟に、講義、演習と組

合わせる必要があると述べている。日本看護系大学協

議会「看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒

業時到達目標（平成 30 年６月）」4)の中でも、急激な

健康破綻と回復過程にある人を援助する能力に対して、

到達目標では急激に破綻をきたす疾患、外傷による病

態をアセスメントし、基本的な看護援助方法が実施で

きるという到達目標を達成するための教育内容として

“救命救急時の処置”が列挙されている。最近、厚生

労働省「看護基礎教育検討会報告書（令和元年10月）」5)

では、看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目

標に関して、健康の回復にかかわる実践能力としての

基本的な救急救命処置の方法を理解して模擬的に実践

できることが求められている。さらに技術項目と卒業

時の到達度では、緊急時の応援要請と BLS の修得が

明記されている。また、教育内容にシミュレーション

等を活用した演習の推進が挙げられるようになってき

た。看護学生は患者の身体への侵襲を伴う看護技術を

臨地実習中に体験する機会はほとんどないので、救命

処置に関しては講義だけでは救急蘇生の理解と実際の

手技を身につけることは難しく、生命の危機状態にあ

る患者への治療についてシミュレーション教育を活用

した演習で実施することが必要である。

　看護実践能力の育成は、看護が実践の科学である限

り自明の課題であるが、その能力をアウトカムとして

把握することは困難である。看護実践能力は、知識や

技術、判断力、倫理観などが統合された能力として位

置づけられ、その評価には重層的で多面的な手法が

必要とされている。看護実践能力の中でも「観察で

きる」能力の評価として、Objective Structured Clinical 

Examination：客観的臨床能力試験（以下 OSCE）が実

施され、看護教育の分野でもその知識が蓄積されつつ

ある。

　OSCE の機能について、OSCE そのものがケースシ

ナリオを基本においた系統的評価基準を提供するもの

であることから、シミュレーション教育に馴染むもの

である。

　今回、看護学 OSCE で教育実施課題に、救急救命

の対応としての心肺蘇生シミュレータを用いた BLS

課題を開発し、この課題が機能することを確かめ、さ

らに実際の OSCE へ導入・実施した。その成果とし

て BLS 技術の習熟の推移をみることができることや

OSCE を受験すること自体が BLS 学習の強化につな

がることが期待された。
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Ⅱ．看護学 OSCE における心肺蘇生シミュレー

タを用いた教育実施課題の開発

１．目的

　OSCE は、医歯学教育においては 2005 年から臨床

実習前の「共用試験」として正式に採用されているが、

看護学教育においては OSCE を導入している看護系

大学はまだ少ない。本学部では 2015 年に３学年次後

期の臨地実習前に初めてトライアル OSCE を実施し、

翌年以降毎年３学年次の後期に OSCE を実施してい

る。看護学 OSCE の教育実施課題は、臨床実践能力

を評価するもので、現在、看護技術を中心に４実施課

題が設定されている。しかし、心肺蘇生の OSCE 課

題については設備品不足とシナリオ未開発のため設定

できていない現状がある。2016 年より本学部カリ

キュラム科目「救急法の理論と実技」（３学年次前期、

１単位科目）において日本救急医学会認定 BLS・

ICLS コースを実施し、心肺蘇生救急シミュレーショ

ン教育に携わってきた6)。学生は３学年次前期の臨地

実習前までにこの科目を履修することによって救急の

際の心肺蘇生術を修得できる。そこで、OSCE への心

肺蘇生シミュレータを用いた教育実施課題の開発と導

入をおこなうことにより、学生の救急法における臨床

実践能力を評価できるようなり、さらに、その臨床実

践能力評価を学生へフィードバックすることで臨地実

習に向けた学習促進効果がより高まるようになると考

えられる。また、今回使用する最新型心肺蘇生シミュ

レータについて ICT 機能を備えて心臓圧迫と換気の

データをリアルタイムにスコア化し客観的に迅速に評

価できる CPR トレーニングマネキンを使用すること

で、OSCE の際に模擬患者を募集する手間を省くこと

ができる利点もある。

２．方法

① 心肺蘇生シミュレータを用いた OSCE の「課題・

シナリオ」を開発し表１のように設定した。

② 心肺蘇生シミュレータはリトルアン QCPR を用い

た（図１）。

③ リトルアン QCPR のトレーニングマネキンは ITC

機能を搭載して心肺蘇生の測定機能を有するため、

胸骨（心臓）圧迫データおよび人工呼吸による換

気に関するデータをリアルタイムにスコア化して

iPad に表示し判定した（図２）。表示データは、心

肺蘇生（以下 CPR と略す）総合スコア、CPR サイ

クル、胸骨圧迫実施率、胸骨圧迫のリコイル、胸

骨圧迫の適正な深さ、胸骨圧迫のテンポ適性率、

表１ 課題・シナリオ

図１ 心肺蘇生シミュレータ
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人工呼吸の換気スコア、であり、これらのデータ

各々を実践能力到達目標の項目に入れた。なお、

画面に譜ってある数字番号は後述の評価表の項目

番号である。また、そのデータは記録として PC1

台に保存した。OSCE のレーンは４つなので、リ

トルアン QCPR と iPad は各々４台ずつ用意した。

④ OSCE 心肺蘇生の機器のレイアウトを図３のよう

に配置した。

⑤ 「評価表」を表２のように作成した。評価表の実践

能力到達目標については 10 項目を評価対象とし

て、１．意識、呼吸、脈拍の確認、２．AED の要

請、３．適正な胸骨圧迫位置、４．CPR 総合スコア、

５．胸骨圧迫実施率、６．CPR サイクル、７．胸

骨圧迫のリコイル、８．胸骨圧迫の適正な深さ、９．

図２ 心肺蘇生 iPad評価画面

図３ レイアウト

 

 

表２ 評価表
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胸骨圧迫のテンポ適正率、10．人工呼吸の換気ス

コア、を各５点満点で総合点は 50 点満点として

評価した。各到達目標の達成度は評価表のように

判定基準を設けて、達成度に応じて、5 点（出来る）、

３点（まあまあ）、０点（できない）と評価した。

⑥ この「課題・シナリオ」を用いて OSCE トライア

ルを実施した。本学部カリキュラム科目「救急法

の理論と実技」をすでに履修し心肺蘇生シミュ

レータの扱いの経験のある３学年生２名を対象に

OSCE トライアル計２回実施した。

３．結果

① 心肺蘇生シミュレータを用いた OSCE の「課題・

シナリオ」を設定し、OSCE プレトライアルおよ

び OSCE トライアルを行い、問題なく運用できた。

② OSCE 心肺蘇生の機器のレイアウトは適切であった。

③ 使用した「評価表」は適切だった。

④ 導入した ICT 心肺蘇生シミュレータは故障なく作

動した。

⑤ 学生に対して ICT 心肺蘇生シミュレータに習熟す

表 3-2  修正後の課題・シナリオ（評価者用）表 3-1  修正後の課題・シナリオ（被験者用）
10 
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る機会を OSCE の前に設けた。その結果、学生は

OSCE の際に ICT 心肺蘇生シミュレータを問題な

く取り扱うことができた。

⑥ シミュレータの評価を「iPad」のデジタル画面で

行うことができ、その操作は見やすく簡便であっ

た。評価表への記載も問題なくできた。その都度

データを保存することが可能だったので、評価表

への記載漏れ等に対応可能であった。

⑦ 学生 2 名からの意見として、臨地実習が始まる前

に心肺蘇生術の習得は必要であり、その確認のた

めにも OSCE の課題として導入するのにふさわし

い、と述べていた。

⑧ 今回開発した課題を 2019 年９月実施の OSCE 導

入へ進捗した。

Ⅲ．OSCEへの心肺蘇生シミュレータを用いた教育

　　実施課題の導入・実施 

１．方法

① まず OSCE 実施前の期間を利用して学生に主体的
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表 4  修正後の評価表

図 4-1  被験者による課題の確認

図 4-2  心肺蘇生術（胸骨圧迫）

図 4-3  心肺蘇生術（フェイスシールドを用
　　　　いての人工呼吸）

図 4-4  評価者による OCSE評価（iPad使用）
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２．結果

① 課題・シナリオは適切であった。

② OSCE 心肺蘇生の機器のレイアウトは適切であった。

③ 修正した「評価表」は適切だった。

④ 導入した ICT 心肺蘇生シミュレータは故障なく作

動した。

⑤ BLS 課題の OSCE 得点は全体的には満足いく得点

（表５）であったが、胸骨圧迫のテンポや人工呼吸

のペースを強化して教育していく必要があること

が明らかになった。

Ⅳ．考察

　一般的に、教育に OSCE を実施する目的について、

教育項目である医療・看護技術の習得レベルの評価、

ならびにシミュレーション学習の習熟度を評価するこ

とにおいているものが多い7)。この度の BLS 課題の

OSCE の目的は両者である。また、OSCE の具体的な

運用については、技術演習後自己学習の時間を設けた

表５ OSCE課題評価成績

学習の機会を与えて BLS 自己学習を促進し学習態

度を強化した。

② 教育実施課題について、OSCE 委員会での検討に

より、「課題・シナリオ」、「評価表」を修正した。

修正後の「課題・シナリオ」（表３）と「評価表」

（表４）を示す。これらを用いて OSCE を 2019 年

９月中旬に実施した（図４）。

③ 心肺蘇生シミュレータはリトルアン QCPR を用い

た。

④ リトルアン QCPR では胸骨圧迫データおよび換気

に関するデータを iPad に表示することができ判定

も簡易に行うことができた。判定データは記録と

して iPad に保存した。 OSCE のレーンは４つであ

るが、故障などの機器不具合などへの対策として

リトルアン QCPR と iPad は各々６台ずつ準備して

から実施した。

⑤ OSCE 心肺蘇生の機器のレイアウトを当初の通り

配置した。

⑥ 「評価表」への記載は、新たに別の「評価表記入用

iPad」に入力用画面を作成して記入した（図５）。

図５ 評価表記入用 iPadの入力用画面
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のち OSCE 評価をおこなうもの、シミュレーション

演習の後に OSCE 評価をおこなうもの、演習や研修

の直後と 12 か月後、24 か月後に OSCE を行い能力

の推移をみるもの、OSCE 形式のシミュレーションの

み行うもの、などある8)が、今回の BLS 課題の OSCE

はシミュレーション演習後におこなう OSCE 評価に

あたる。OSCE の成果では、OSCE 評価点から演習の

学習効果と有効な教育方法が明らかになったとするも

の、OSCE 得点率からシミュレーション教育の有効性

を確認できたとするもの、OSCE により看護技術の項

目ごとの習得レベルが明らかとなり学習内容の検討に

つながったとするもの、OSCE 被験者は OSCE の効果

を肯定的に評価していること、など挙げられるが、今

回の BLS 課題の OSCE はその得点率からシミュレー

ション教育の有効性を確認できたとするものである。

実際、BLS 課題の OSCE 得点率は高く、カリキュラ

ム科目「救急法の理論と実技」（３学年次前期、１単

位科目）における心肺蘇生救急シミュレーション演習

が教育に有効であったことが明らかになった。また、

技術・スキルベースの習熟度を把握するものとして活

用できることがわかった。また、看護実践能力の主体

的習得に関して、OSCE 被験者はその技術の習熟度が

高く、OSCE を通じて被験者の学習態度に良い影響を

及ぼしたことが考えられた。

　一方、学習支援プログラムの面から OSCE の機能

を考慮すると、OSCE 自体がシナリオを基本においた

系統的評価基準を提供するものであることからシミュ

レーション教育に馴染むものである。また、OSCE の

評価視点は教育内容分類に類似するものであるから、

OSCE 後の学習支援教材として使用しやすい。

Ⅴ．結　論

　OSCE への心肺蘇生シミュレータを用いた教育実施

課題の開発と導入、そして実施を行った。それによっ

て学生の救急法における臨床実践能力を評価できるよ

うになり、さらに、その臨床実践能力評価を学生へ

フィードバックすることで臨地実習に向けた学習促進

効果が高まるようになると期待された。また、OSCE

を受験すること自体が主体的学習の強化につながる。
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